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令 和 5 年 ５ 月 ２６ 日 

中 部 地 方 整 備 局 

 

「災害に強いまちづくりガイドライン」更新 

～洪水氾濫に対応したまちづくりのポイントを追加～ 

 

○主な改定内容 

 立地適正化計画防災指針検討を支援 
・立地適正化計画防災指針の計画策定方法を解説 

・洪水氾濫を想定した「災害に強いまちづくり施策体系（例）」を追加 

・洪水氾濫に対応する計画策定時のポイントを新規掲載 

・防災性の向上を示す指標の設定のポイントを掲載 

・防災指針の居住誘導区域設定時の考え方の事例を掲載 
 

 洪水氾濫に対する取組事例を掲載 
・「実践編」に洪水氾濫に対する取組事例を追加掲載 

 

○掲載先 

中部地方整備局HP 建政部「災害に強いまちづくり」で公表しています。 

https://www.cbr.mlit.go.jp/kensei/machizukuri_saigai.html 

 

○添付資料 

別紙  「災害に強いまちづくりガイドライン」改定版 目次 

 

○配布先 ： 中部地方整備局記者クラブ 
 
 
 

建政部都市整備課 課長 後藤 直紀  
 課長補佐 中村 智和 電 話 （０５２）９５３－８５７３ 

中部地方整備局では、南海トラフ巨大地震をはじめとする中部圏で起こり

うる自然災害に対し、地方公共団体の安全なまちづくりの取組を支援するた

め「災害に強いまちづくりガイドライン」を令和４年４月に策定しました。 

今回は、居住誘導区域と重複するハザードエリアとして浸水想定区域が最

も多いことから「洪水氾濫（外水氾濫を想定）」に対応した災害に強いま

ちづくり計画立案のポイントや取組事例を追加して改定しましたので、お

知らせします。 

今後も順次内容の充実を図りながら、中部地方整備局管内自治体の防災・

減災の取り組みをより一層支援して参ります。 
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